公益財団法人福島県文化振興財団顕彰事業実施要領
（目　　的）

第１条　この要領は、公益財団法人福島県文化振興財団助成・顕彰事業要綱（以下要綱という。）に　　　基づき、顕彰事業の実施に関し必要な事項を定める。

（顕彰対象者）

第２条　顕彰は、次の各号の１に該当する個人又は団体に対して行い、対象とする文化活動の範囲は、次に揚げる種別のとおりとする。（種別：総合、美術、音楽、演劇、文学、舞踊、メディア芸術、生活文化、文化財の保護、郷土史誌、社会貢献につながる文化活動）
　(1)　文化活動の各分野において優れた業績を挙げ、本県文化の向上に著しく貢献したもの。

　(2)　文化活動の各分野において新生面を開き、本県文化の向上に著しく貢献したもの。

　(3)　文化活動の各分野において優れた指導性を発揮し、本県文化の普及に著しく貢献したもの。
（顕彰候補者の推薦）

第３条　理事長は、要綱第２０条の規定により所定の期日までに顕彰候補者の推薦を受けなければならない。

（委　　任）

第４条　この要領に定めるもののほか、顕彰事業の実施に関し必要な事項は、理事長が別に定める。

（留意事項）

第５条　審査委員が顕彰候補者の選考に関し、その審査を円滑かつ適正に行うために、次の各号に留意するものとする。

(1)　顕彰候補者が死亡した場合、原則として顕彰の対象としないものとする。
(2)　顕彰候補者が、既に文化活動に関して国並びに県の顕彰を受けている場合は、顕彰の対象としないものとする。

ただし、国並びに県の顕彰を受け相当の期間を経ている場合で、かつ顕著な業績をあげている場合はこの限りでない。

(3)　既に当基金の顕彰を受けた者は、当分の間再顕彰の対象としないものとする。

(4)　顕彰の対象は、原則として種別毎に１個人又は１団体について行うものとする。
(5)　審査には採点方式を用いる。審査の採点および顕彰候補者選出方法については別に定める。
附　　則

この要領は、公益財団法人福島県文化振興財団助成・顕彰事業要綱の制定をもって施行する。
附　　則

この要領は、令和２年１２月１日から施行し、令和３年度事業から適用する。
附　　則

この要領は、令和６年１２月１日から施行し、令和７年度事業から適用する。

附　　則

この要領は、令和７年４月１日から施行し、令和７年度事業から適用する。
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